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国立民族学博物館所 蔵

中西 コレクシ ョンの西夏文

『聖勝慧彼岸到功徳宝集頒』断片について

荒川慎太郎

1.は じめ に

国立民族学博物館には故中西亮氏コレクションの西夏文が4点 所蔵 されてい
ロ 　

る.う ち3点 は碑文断片の拓本であ り,1点 は刊本の断片である.前 者の内容

はこれまでに知 られる西夏陵墓誌銘断片であ り,後 者は仏典,『聖勝慧彼岸到功

徳宝集頒』の一部である.本 小稿では,チ ベ ット語から西夏語に訳されたと考え

られる『聖勝慧彼岸到功徳宝集頒』のテキス トを提示 し,あ わせてチベ ット語か

ら訳された西夏語仏典に特徴的な点を述べたい.ま た,付 録 として拓本3点 の

西夏文と訳注を末尾に付ける.

2.r聖 勝慧彼岸到功徳宝集頒』断片
く　 　

当該の断片は正確には2点 とすべきであるが,あ たかも連続する断片のよう

に,現 在は一枚の紙に貼 り合わされている.来 歴を含め,い かなる経緯でこの

ような裏打ちが行われたのかも定かではない.結 論を先にいえば,こ の断片は

同一の経典ではあるが連続する部分ではなく,内 容的にも前後は逆である.ま

たこのような保存状態であるため裏面の姿は不明である.本 来この二つの断片

は折本の一部であったらしく,そ れぞれが一頁分に相当する.本 稿では便宜

上,右 側に貼 られた断片を「右断片」,左側 に貼 られた断片を「左断片」と呼ぶ.

(1)本 資料の閲覧 と調査 に快 くご協力 していただいた,国 立民族学博物館情報サー ビス

課松本裕子氏 に厚 くお礼 申し上 げる.

(2)国 立民族 学博物館 に よる整理 番号 はNo.128,c942262111.
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次に両断片に共通する書誌情報 を述べてお く.寸 法は15.2×9.Ocm(た だ し

刊本の上下が裁断されてお り,も とは縦17cmほ どと考えられる).刊 本 ・折

本.天 地線(各2本)あ り.毎 頁6行,11字 詰.一 部の字に欠損がある.

左断片2行 目に 藺 靴 「集頒」と略題があるため,本 資料が西夏文『聖勝慧彼
　ヨ ユ

岸到功徳宝集頒』の一部と見当がつ く.ま た上の書誌情報から,当 該の資料が
くる　

既知の西夏文『聖勝慧彼岸到功徳宝集頒』刊本の体裁に酷似することがわかる.

ロシア科学アカデミー東方学研究所サンク トペテルブルグ支所所蔵本は,整 理

された書誌情報を挙げれば,
じらエ

TaHr66『 聖 勝 慧 彼 岸 到 功 徳 宝 集 頒 』 《NQ372～379》

刊 本.折 本.天 地 線 あ り,各2行.毎 頁6行,ll字 詰.
く　ラ

であり,甘 粛省博:物館所蔵断片は陳柄応(1993)に 掲載される図版によれば6

行,11字 詰の刊本 ・折本であ り,字 形なども本資料 と酷似 していることがわか
く　　

る 。

現 存 す る チ ベ ッ ト語 仏典 に 内容 が最 も近 い もの を 求 め れ ば,

(3)後 述 する甘粛省博物館所蔵断片の経題 に よる西夏文 は,

41鷲 乾 微 瓶 轍 舵 鯖 叢 形】砒
で あ る.

(4)写 本 も確 認 され てい る.TaHr66,MHB.単4087,《NQ371》 は7行,11字 詰 の 写 本 ・折

本.KbIqaHoB(1999:481-482)参 照.

(5)KbIqaHoB(1999:482-484)参 照,

(6)天 梯 山 石 窟 出 土 文 献 で あ り 『聖 勝 慧 彼 岸 到 功 徳 宝 集 頒 』下 巻 冒頭 と され る.図 版 は

『考 古 与 文 物 』1983年 第3期,「 図 版12-1」,『 中 国民 族 古 文 字 図 録 』(中 国民 族 古 文 字 研

究 会,1990)「 西 夏 文 図版llO」 な ど.「 西 夏 文 図 版llO」 につ い て は 同 図録p.369の

図版 説 明 も有 用 で あ る.な お こ の 断片 は 耳phags-pa≦es-rab-kyipha-rol・ 重uphyin-pasdud-

patshigs-su・bcad-pa『 聖 般 若 波 羅 蜜 多 輯 撮 偶 』(北京 版 西 蔵 大 蔵 経No.735),第 二 十 三 品

「帝 釈 品 」の 冒 頭 に相 当 す る こ とが松 澤(1986)に 明 らか に され て い る.該 当 個所 の 日

本語 訳 文 とチ ベ ッ ト文 との 対応 箇 所 は 松 澤(1986:14-16)参 照.

(7)日 本 には他 に天 理 図書 館 蔵 張 大 千 氏 旧 蔵 文書 に 断片 が 存 在 す る こ とが 知 られ る,松

澤(1990:70-71,1gg4:159)参 照 。 また 内 蒙古 文 物 考 古 研 究 所 に も所 蔵 さ れ るが 詳 細

は不 明 で あ る.内 蒙 古 文 物 考 古 研 究 所 阿 拉 善 盟 文 物 工 作 靖(1987:22),史 金 波

(1988:393,1993:356)参 照,
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IJPhags-pa蓉es-rab-kyipha-rol-tuphyin-pasdud-patshigs-su-bcad-pa

『聖 般 若 波 羅 蜜 多 輯撮 偶 』(北 京 版 西 蔵 大 蔵 経No.735)

が 挙 げ られ,西 夏 語 訳 とほ ぼ 同 じ内容 の部 分 が 確 認 で き る.右 断 片 は,第 二 十

二 品 「善 知 識 品」の 一 節 に 相 当 す る.左 断 片 は,第 九 品 「讃 嘆 品 」末 か ら第 十 品

「総 持 功 徳 品」冒頭 に相 当す る.た だ し北 京 版 西 蔵 大 蔵 経 『聖 般 若 波 羅 蜜 多 輯 撮

偶 』第 九 品 「讃 嘆 品 」末 は 「讃 嘆 品」とい う章 題 を持 た な い.西 夏 語 訳 の章 題 は,

耳phags-pa6es-rab-kyipha-rol-tuphyin-pabrgyad-stoh-pa

『聖 八 千 般 若 波羅 蜜 多 』(北 京 版 西蔵 大蔵 経No.734)

の 第 九 品 「讃 嘆 品」末 章題 に近 い.

3.テ キス トと訳注
くの

以下,右 断片,左 断片の順に,西 夏文,筆 者による各文字の推定音,日 本語

訳 と注を挙げる..._.、.は 欠損を推定 した箇所,は チベ ット語訳には明

瞭に対応 しない箇所,()は 筆者が訳文の上で補った箇所,… ……は完全な欠

損部を示す.ま た,筆 者は2002年7月,ロ シア科学アカデミー東方学研究所サ

ンク トペテルブルグ支所にて,欠 損のない左断片稲当箇所を調査 ・閲覧する機
の 　

会 を得 た,[】 は これ に よ って 補 った 箇 所 で あ る.

No.128,c942262111【PlateI】

右 断 片

r-1藏 赫 疵 娩 鶴 薇 翫 綴 霰 ・薩 畝
ロ の

2Zi:lle:lca:lta:2thl:Itenq2rer2ngwu2dze:2tya:111:

全 て の 道 と は こ の 彼 岸 で あ る.他(の も の)で は な い の だ.

(8)推 定音 表記は荒川(1997,1999)に よる.ま た欠損字 の推定音 は???で 表す.

(9)本 調査 は文部科学省科 学研 究費補助金,基 盤研究(A)(1),課 題番号14201053:

「中央アジア古文献の言語学的 ・文献 学的研 究 ロシア所蔵未発表文献 の解 明一 「」

(代表:庄 垣 内正弘京都大 学教授)の 援助 による.

(10)「 文海雑類』上声部 ・歯頭音類収録音節.荒 川(1997:103)参 照.

(3)



・2薙 徽 鵜 続 礁 瀟 菱乏善巳語 徽 橘

2thl:1tenq2rerlta:2phyし11pohyen21a2,02ngwerlle:

こ の 彼 岸 と は(最)上 の 菩 提 に 入 る 諸 々 を

r-3茄 ,舵 緩 薇 携 巌 疵 看多 綴 劾 麦多ロユ　
ljyulswe:2zyurlldi:q'1sweulldi:qT2phyu2se:'2ngwu2'1:ltshe:,

明 ら か に し,燭,及 び 明 る い(も の),及 び(最)上 の 師 で あ る と い う の を

説 く.

・磁 類多蘭 髭 磁 熊徽 稀煮 耽國
2the:2so:2bu'?zi?1tenq2rer2nl:1'e:11e:2tsyer21旦9皇

何 を 以 て,勝 れ た 智 慧,彼 岸 に 到 る(こ と 〉の 自 性 は空(で あ る と い う の

か)

r-5魏 概 瀟 瀦 券 風 舵 姦 託 捻 □

2thl:1tsyer22ngo:r2ngo:r1'e:2tsyer21tha:2ri:r21eu2swu???

い 　コ

この法一切の自性は,そ れと同 じであるのを

・・蔑 祝 骸 國 國 亥1盆糠 國 □ □ □

1】yurltsyer22ngwerlngare;lme:lbyulta:?????????

諸 々 の 法 な ど は 空 性 が な い 故 に,と い う の は

(11)西 田(1977:180,文 字番号202402)で は上声2韻 とす るが,『 文海雑類」平声部 ・

正歯音類収録音節(荒 川1gg7:g6)で あるため声調 を改め た,

(12)1繕 籠 の二語の形で西夏語韻書 『同音』甲種本(33葉 目右頁5行 目)に も記載 され

る.李 範 文(1986:721)参 照.

(4)



左断片

ト1薙鋭 衝 舵 微 撫 徽 砺 舵 難 級
2thI:lta:2bu'?zi?1tenq2rer2nl:re:2phyu?ji?2ngwu

こ れ は,勝 れ た 智 慧,彼 岸 に 到 る(こ と)の(最)上 の 行 い で あ る .

・・形版 ヒ獅 腰 藤 鍍 衆 硝 後

lshyo'11a:'lkhalbenq2'ywonlte:1gyr2tseuljwa:

「集 頒 」の 中 の 「誉 め 讃 え る 品 」第 九,終 わ る.

B簡 翔 靴 鋭 轍 簾 舞ピ癖 巖 勤 報
2bu,1零wyi2dolta:1nglr2ne:2'i:rlmi:'2垂y旦1kyuq2'yu

勝 れ た 主 の 所 に,と は,天 王,百 の 施 し(置 帝 釈 天)の 命 じ る も の を 求 め

さ が す

ト4[刎数 覇 嵯 簡 詫 方配誇 報41多 巖

[1po]ltγenlki:r2se:2bu'?zi?1jenq2myeq'22the:2so:2「1:r

[菩]提 勇 識 勝 れ た 智 慧 を 行 じ る 者 は ど の よ う に し て 勤 め,

卜5r笥報 庇椿 巳婚 磁 騰 詣 巖 ・庇 褥

[1ngur1幽'2kyeq]2la21hI:2gyerlzenqltsI;211=rlmi:1wi:

[纏 及 び 界 】に(微)塵 が 幾 ら か あ り,ま た 勤 め を な さ な い

・・[笥講巳・庇 綴 矧 疵 蜘 簸 頗 嵯 蔽

[1ngur2,a1π 且:2,1:rltha:]1ta:1poltyenlki:r2se:2,1:r

[藏 に 勤 め な い,そ れ 】と は 菩 提 勇 識 を 勤 め る

(5)



4.チ ベ ッ ト語 訳r聖 般若波羅蜜 多輯撮偶』との対応

本資料は断片ながら,チ ベット語を極めて正確に,ま た逐語的に西夏語に訳

出 している点において興味深い資料である.そ の対応を見るため,チ ベ ット文
ロ ヨ　

『聖般若波羅蜜多輯撮偶』をローマナイズしたものとその語義,西 夏文字と語
ロの

義を以下にあげる.

右断片

Tib.1-1

kunlarnpharolphyinpa'diyingzhan

全 て 道 彼 岸 到 こ の で あ る 他

lI＼ 〉<で ノ11

悉 くの 道 とは この 彼 岸 で あ る 他

彪 稲範 鋭 雄 徽 龍 綴・ 最

mayin

Neg.で あ る

Il

で は な い で あ る

帽'殻

Tib.1-2

pharolphyin量dibyangchubInchoglazhugs

彼 岸 到 この 菩提 最上 の に 入 った

/＼ 〉 ぐ/li

この 彼岸 とは 上 菩提 に 入る

・饒 徽 瓶 獲 糀 蜘数 侃 骸

m㎜skyi

諸 々 の

lI

諸 々(数)の

覆 循

(13)以 降のチベ ッ ト文字転写はWylie方 式 で表記 した.チ ベ ッ ト文の改行は主 に原文

のchigshad(句 の 区切 り)に よる.助 詞はで きるだけ 日本語で近い意味 を持つ ものを

充てたが,名 詞 または動詞 に先行する否定辞 についてはNeg.で 表 した.左 断片2行 目

(1-2)は 『聖八千般 若波羅蜜多』(北京版西蔵大蔵経No.734)第 九品 「讃 嘆品」末章題 と

対応 させ た.Tib.2-2で ある。

(14)略 号Neg.は 否定接頭辞 を示 す.他 の否定 辞は 「ない」,「ではない」などと訳す.

(6)



Tib.1-3

gsaldangsgrondangsnangdangstonmchogyinzhesbshad

明 現 と 燈 火 と 明 か り と 師 最 上 の で あ る とい う 説 い た

lllll× 「il

明現 燈 火 と 明 か り と 上 師 で あ る とい う 説 く

礁舵 腰 巌 栃 蔽 舵 需 綴 賜 髪多

Tib.1-4

jiItarshesrabpharolphyinpamtsεmnyidstong

如 何 に 勝 慧 彼 岸 到 自性 空

{IIlll

如 何 に 勝 慧 彼 岸 到 る の 自性 空

嶽霜多藺尭 徽権 徽 砺 君庇 叢

Tib.1-5

chosIdithamscad

法 こ の 一 切

×1

こ の 法 一 切

観 概 瀟瀟

mtshannyiddedang

自 性 そ れ と

Il1

自 性 そ れ と

舞庇 寵 薮

,drarshesshing

同 じ と 知 っ て

1

同 じ

能 能 □

Tib.1-6

chosmams

法 諸 々

/

諸 法 諸 々(数)

庭祝 縦

stongzhingmtshanma

空 で 相

li

空 相

叢

.medparrabshesna

な い 最 上 知 れ ば

1

な い 故 に と は

編 □.□□

(7)



左 断 片

Tib.2-1

,dinishesrabpharolphyinmchogsbyongpayin

こ れ とは 智 慧 彼 岸 到 最 上 行 じる で あ る

lIIlIIII

こ れ とは 勝 慧 彼 岸 到 る の 上 行 で あ る

確 続 簡麓 徽瓶 徽 循舵 姐

Tib.2-2

,phagspashesrabkyipharolduphyinpabrgyadstongPaIas

聖 な る 智 慧 の 彼 岸 に 到 る 八 千(『 八 千 頒 』)よ り

の

d

品

間

赫

-的

ヒ

P

頒

漂

㎎

焔

コ

セ

集

形

塊

讃

品るえ讃

斤嬬

leluzhesbyastedguba

品 と い う で 第 九

1△

品 九 第

媛 魏

0

(終助詞)

1

終わる

購 後

Tib.2-3

rgyalbala

勝 れ た 者 の と こ ろ

ilI

勝 れ た 主 の と こ ろ

蘭 塑 批

圃㎎

王

-

王

席

㎞

天

-

天

轍

㎡

雛

-

撤

疵

brgyabyingyiszhusba

百 施(=帝 釈)が 求 め る

il

百 施 命 じる 求 め る 探 す

観 癬 綴 葡 敏

(8)



Tib.2-4

byangchubsenlsdpa「shesrabsbyodpa

菩提 勇識

il

[菩]提 勇識

剛 姦 繭権

智慧 行 じる(者)

lIl

勝慧 行 じる 者

磁臓 市彪 存

jiltarbrtson

如 何 に 勤 め る

Il

如 何 に 勤 め る

嶽鋸 酸

Tib.2-5

phungpokhamsIardults㎜brtsonparmibyedcing

藏 界 に 微 塵 幾 ら か の 行Neg.な す して

IIIlIlIl

[蔽 及 び 界]に 微 塵 幾 ら か ま た 勤 行Neg.な す

隣 報 庇]凝 婚 薩婦 粥 綴 幌 袴

Tib.2-6

phungPoInlbrtsondenibyangchub

Neg.行

1il

薩 にNeg.勤 行

陶 凝 ・鹿 鰍

それ とは 菩提

III

それ】とは 菩提

寵]疵 孫数

semsdpa'ibrtson

勇 識(の)行
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チベ ット語仏典が西夏語訳される際,極 めて独特な訳出語彙が見られること

は諸研究者が指摘すると・ろであ♂ 本資料に磁 数 擁 「菩提勇識」,
ロ 　　

蘭 甕 「勝慧」,離 席 「天王」,魏 辮 「百施(一帝釈天)」などが

確 認 で きる.ま た,一 般 に「数 え る,数 」の 意 で用 い られ る 轍 が,チ ベ ッ ト

(15)西 田(1980:233,1997:412,457-458),松 澤(1990:40-42>な ど.

(16)チ ベ ッ ト語brgya-byin「 帝 釈 」を 西 夏 語 で 「百 施 」と訳 す 事 情 につ い て は,西 田

(19801234>な ど参 照.
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語のrnams「 諸々の」の訳出に必ず用いられるのが 目を引く.

チベ ット語は近称 ・遠称の二種類の指示代名詞を持つ.こ のわずかな断片に

は二種類 とも出現するが,上 の対応を一瞥すれば,近 称の1diは西夏語の近称指

示 代 名 詞 髪彪2thI:に,遠 称 のdeは 西 夏 語 の 遠 称 の 籠1tha:に,そ れ ぞ

れ規則的に対応することが見て取れる.

さらに本資料では,語 彙だけでなく文法要素の対応 も顕著に見られる.例 え

ばチベ ット語の 「強調助詞」niと西夏語の 「主題標識」 娩lta:の ほぼ規則的

同様の助詞類の対応を以下に挙げてお きたい.な 対 応 で あ る.

チ ベ ッ ト語
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チベ ット語 仏典に由来する西夏語訳仏典には著 しい体裁上の特色が

あった.そ れは巻首の体裁に関するものであ り,チ ベット語訳仏典が仏典冒頭

に梵文経題 とチベ ット語訳経題を並記するように,梵 文(西夏文字で音写 して〉
ロ きタ

経題 と西夏語訳経題が記されるというものであった.本 資料は冒頭部分ではな

いため,こ の点については検証できないが,他 に指摘す るべ き特徴がある.

本資料では「章題」の記載位置が特徴的である.一 般に西夏語仏典は,漢 語か

ら訳出されたものであれ,チ ベット語から訳 されたことが確実なものであれ,

漢語仏典風に各章題は各章の本文の前に記載 される.と ころが本資料はチベ ッ

ト語訳仏典同様,各 章の最後に章題をもつ.左 断片2行 目がまさにそれに該当

する.左 断片1行 目の内容は 「第九品」の末尾であり,2行 目は「第九品」章題

と「終わる」という語,3行 目以降は「第十品」冒頭にあたる.こ のような章末

(17)こ の 二 語 の 使 い 分 け は,蔽1豆di:ぼ は`㌔md"の よ うな 名 詞 の 並 置,叢.2ri:rは
"with"の よ う な 「共 格 」の 場 合 で あ る

.

(18)西 田(1969:5-6,1980:231-232,1997:410-412,455-456)な ど 参 照.
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の体裁はチベット語訳仏典と等 しい.

以上,西 夏文『聖勝慧彼岸到功徳宝集頒』は短い断片であるが,チ ベット語か

ら訳された西夏語仏典を議論する上で極めて興味深い諸特徴が観察で きる.

付録 西夏文碑文拓本 テキス ト・訳注
ロリヌ

No.123,c942361613【PlateII】

1]f[lt盧 【
く　 　 　

…玄孫 を見送 り…

2磯 刻 庇 鞍[
…進 み ,一 城 を破 る(崩 す)…

3]囮 妬 配 聲 霰[
し　け

…六 地程(道 里) ,義 軍 …

・]磁 簾 粥1配 薇[
の 　　

… 将軍 「操 呉 」
,三 …

5】 叢 庇 素 融 巌 【

… 険城 に依 り
,人 は まれ …

(19)残 碑 断片 自体は現在,中 国 ・寧夏博物館 に所蔵 され,『 西夏文物 』(史金波 ・白濱 ・

呉峰雲1988)図 版111に 「八号陵西夏文残碑」と して写真 が掲載 される.同 書p.298

の解説 の他,西 夏八号 陵につ いては 「西夏八号陵発掘 簡報」(寧夏回族 自治 区博 物館

1978)も 参照.

(20)推 定音は2ka.漢 語音訳 と して 「葛」とい う例 もあ る.李 範文(1gg7:300,字 典番

号1560)参 照.

(21)妬 匪 の 二 語 で 「地 程,道 里 」.李 範 文(1997:6,字 典 番 号0026)参 照.

(22>姦 琴(李 範 文1997:1081・ 字 典 番 号5964)と1雁(李 範 文1997:366-367・ 字

典番号1915)は と もに音訳用 の文字で あるが,こ こで はその人物 を特定 で きないた

め,代 表的 な漢字訳例 をあてた.「 孫武」な どの可能性 もある.
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No.124,c942361710[PlateIII】

1]國
ぐ　の

… 産(す る)

2】 □ 渡

…文

31徽 靴

… 罰
,徳

・ 】鳳 椛 赦

…戌二十

5】 蔽 鮨 藷

… 失 う .天 地

6]媚 属

… 同 中

(23)残 碑断片 自体は現在,中 国 ・寧夏博物館 に所蔵 される.本 資料 よ りやや鮮明 な拓本

は 『西夏 陵」(寧夏文物 考古 研究所 ・許成 ・杜玉泳編 著1995)図 版64の 「4.M2X:

37+58+152」 に掲載 される.同 書p.124に 漢語訳文が挙がる.訳 文 は李範文(1984:43)

を参考に したが,筆 者が拓本の実見に よ り修正 した箇所がある.

(24)字 形 の一部 を欠 くカ㍉ 夏 を偏 と し,育 を中間要素 として持 つ字形は 徽 の

み であるため,こ の字形であろ う.

(25>字 形は上三分 の一 を欠 くが,年 号 に関す る内容 であ るため 簸 「戌 」(李範文

1997:112-ll3,字 典番号0573)と 推定す る.
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矧光

殿

酔

鞍

菟

】

"

7

8】 爾 蛇il#
く　 ア 　

…新宮の中

9]砺 ヒ続 姦

… 月時 と

lo]殿3ilE

く　 さ コ

…青い光

し　の
No.129,c942362218【PlateIV]

1 ]疵 鍛 穫 圓[
くヨの

… 受 け た 後
,魏 の 本 …

・]圃 詣 建 雛 囮[
くヨロ リ 　ユ 　ヨヨユ

… 女
,ま た 義 を 欠 き,さ らに …

(26)西 夏語の語順は 「光← 白い」.

(27)西 夏語の語順は 「宮←新 しい」.

(28)西 夏語の語順は 「光←青い」.

(29)残 碑 断片 自体 は現在,中 国 ・寧夏博物館 に所蔵 され,『 西夏文物j(史 金波 ・白濱 ・

呉峰雲1988)図 版109に 「寿陵西夏文残碑」として写真 が掲 載 され る.よ り鮮明 な拓

本 は 『西夏陵』(寧夏 文物考古研究所 ・許成 ・杜玉泳編著1995)図 版66の 「2。M2X:

3+20+160+533+876」 参照.同 書p.125に 漢語訳文が挙が るが,「 名」を 「各」に,「昔」

を 「者 」にす るなどの誤植が あ り,注 意 を要す る.訳 文 は李範文(1984:39)も 参照.

(30)漢 語 「魏 」の 音 写 か 。 李 範 文(1997:901,字 典 番 号4962)参 照.

(31)字 形 は 上約 三 分 の 一 を欠 くが 蔵 「女」か.西 田(1977:85,文 字 番 号OlO-ll3)

参 照.

(32)「 欠 く,残 」.李 範 文(1997:341,字 典 番 号1785)参 照.

(33)下 部 が 欠 け る カ㍉ 鐙 「ま た,さ らに」か.西 田(1977:245,文 字 番 号276-061)

参 照.
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3]履 窺 蔽 醗 猟 團 □[
り 　　

… 文 武 を悉 く具 え,世 々…

・ 噸 痴 薙 疵 ・寵 廻 微 國 【
…世名を明 らかにするとは,す ぐれたものではないのか.…

5]國 託 叛 廻 震 硫 賄[
　ヨ　ラ

…深院は広 くす ぐれてお り,計 略を具足 し,…

・ 個 雄 褥 砒 倭瞬 國[
くヨの

… 中 に家 を造 り
,悟 った.故 に上 …

7】 壽麦 臨naz魏 胤[
リ ア　

… 往 昔
,鐘 鼎 を宮 …

8]Zh銃 薙 □[
り さ　

…故に祖母…

9】 鍬 貌 娼[

…の方に発生(発 起)し …

(34)標 準 的な字形 如牝(李 範文1997:588,字 典番号3139)と 若 干異 なるが 「世」と

読 ん だ.

(35>「 広 い,博 い」.李 範 文(1997:1062-1063,字 典 番 号5864)参 照.

(36)馳 は動 詞接 頭 辞 と読 ん だ.文 脈 上,完 了態 表 示 機 能 を持 つ 要 素 と して訳 した.

(37)「 鐘 」.李 範 文(1997:36,字 典 番 号Ol78)参 照.

(38)銑 燕ヒ の二語で 「祖母」.李 範文(1997:18,字 典番号0092)参 照.
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1・]孤 圃 〔
しヨの

…の上に隠す(隠 れる)…

11]擶 圃1
ほ 　　

…搬裸を負う(背 負 う)…

121□ 【

_?_
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